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「招待旅行」 

8月 5日（火）～6日（水） 

志摩市 DMG森精機保養所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の入所児童数 

本園  

21名／定員２４名 

地域小規模「若葉」 

  ３名／定員５名 

地域小規模「ききょう」 

  ５名／定員６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DMG 森精機株式会社様からご招待いただき、今年も保養所へ 

行かせていただきました！ 

志摩の海で泳いだり、美味しい 

ご飯をいただいたり、花火をした 

りと、夏を感じることができる、 

楽しいことをたくさん体験させて 

いただきました(^^) 

ユニットが違う児童たちとも 

一緒に交流やお話が出来て、楽し 

い旅行になりました☆(別府) 
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社会福祉法人 名張厚生協会 名張養護学園 

〒518-0721 三重県名張市朝日町 1263-3 
℡0595-63-0717 Fax0595-63-0721 
https://www.nabari-kosei.or.jp 

4月に開幕した大阪関西万博が閉幕しようとしています。 

1867（慶応 3）年、渋沢栄一は、幕府使節団としてパリ万国博覧会

に参加し、その後の人生に大きな影響を与える契機となったようで

す。広く世界を知り、たくさんの出会いを通して日本の近代資本主義

の父と呼ばれるまでの功績を残しました。 

また、彼は、社会福祉においても、1908（明治 41）年に「中央慈善

協会」（現全国社会福祉協議会）の初代会長となるなど、現代に続く

社会福祉の基本的な体系づくりに尽力しました。 

改めて、万博に限らず、知らない人、知らない文化、知らないアイ

デア、知らない価値観に出会うことは、自分の殻を破って新たな自分

に出会えるきっかけやエネルギーになると思います。 

これからの社会を担う子どもたちには、チャレンジできる環境を保

障し、様々な出会いを生かして自分らしく歩んでほしいものです。 

（さすがの渋沢さんも自身が一万円札の顔となることや、電子決済

の普及でお札にお目にかかる機会が減った世の中には驚いてお

られるでしょうか？） 

施設長 杉森 弘章 
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『デイキャンプ』 

7月 30日（水） 

奈良県御杖村 

みつえ青少年旅行村 
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『がくえんまつり』 

8月 23日（土） 

園庭・地域交流スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『オセロ・将棋大会』 

8月 28日（木） 

地域交流スペース 

 

 

 

 

皆さんお久しぶりです。地域小規模施設で働く吉藤です。暦の

上では秋になったのにまだまだ猛暑が続いていますが、皆さんい

かがお過ごしでしょうか？我々大人は連日続く猛暑のおかげで外

で遊ぶことが信じられませんが、真夏の太陽の下、元気いっぱい

の子どもたちと一緒にデイキャンプ（川遊びやアスレチック、魚

釣り）に行ってきました！私は釣りが好きということもあって魚

釣りをする子どもたちと一緒にいたのですが、初めての魚釣りに

「釣れるかな？」「竿をあげるのが遅かった！」と各々工夫して

釣りを楽しんでいました。釣れた魚は釣った子どもたちそれぞれ

が釣り堀の管理人から教えてもらいながら、責任を持って内蔵な

どの下処理をし、調理をして頂きました。自然の中で自分で釣っ

た魚は普段よりずっと美味しく感じられました。いっぱい遊んで

いっぱい笑った暑かった一日。夏の熱い思い出がまた一つできた

のかなと思います。これからも一日一日元気に過ごし、実りの多

い秋になってくれることを今から玉兎に頼んでおきます。(吉藤) 

 

例年にない暑さの中、今年もたくさんの方にご参加いただき盛大

に行われた「がくえんまつり」。始まり前から園庭は地域の方々や

卒園生、学園の子どもたちなどたくさんの人で溢れていました。今

年受付に並べられたのは、子どもたちが作った色とりどりの水引き

飾り。「よくできてるね」とたくさんの方が手に取られました。園

庭には水鉄砲の射的や型抜きのコーナーが並び、景品を目指して賑

わいを見せています。一段と暑い園庭でしたが、その分かき氷は格

別だったはずです。地域交流スペースでは、楽食会さんやボランテ

ィアさんのご協力でフルーツ白玉、ビン立てゲーム、プラバンのコ

ーナーが用意され、お友達同士で楽しむ姿が見られました。がくえ

んまつりのクライマックスは「シャボン玉ショー」。シャボン玉お

じさんが大きなリングを使って色とりどりのシャボン玉を空に飛

ばすと、会場から大きな歓声が上がりました。無心になってシャボ

ン玉に手を伸ばしたり追いかけたりする姿に、見ている人たちの心

もあたたかくなります。大きな拍手と歓声で会場は一つになり、今

年のがくえんまつりは幕を閉じました。（小田） 

 

夏休みの最後のおたのしみ企画として、オセロ・将棋大会をし 

ました。オセロの部に小学生 4 人、将棋の部 

に中高生 4 人集まり優勝を競ってもらいまし 

た。オセロは小 4 の女の子、将棋は高校生の 

男の子か優勝し、それぞれフルーツの盛り合 

わせを贈呈しました。(大久保) 

恒例行事 キャンプ便り 

恒例行事 
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『夏の行楽』 

8月 20日（水） 

イオンモール橿原 

 

 

 

 

 

 

   『招待旅行』 

8月 15日（金） 

あおぞらユニット 

  

 

8月 19日（火） 

にじユニット 

 

  

 

 

 

『夏野菜収穫』 

8月 15日（金） 

学園の園庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディズニーの映画を観た子は、映画の内容にとても感動したよう

で、映画を観た後は号泣していました。高校生１人と小学生１人は、

興行収入が話題になっている「鬼滅の刃」を観ました。小学生２人

は、UFO キャッチャーなどがあるゲームセンターで遊んだ後、この

日のために頑張って貯めていたお小遣いを使って、各々に欲しいも

のを買っていました。サンリオやディズニーのグッズ等、時間をか

けて吟味しながら悩みに悩んで買っていました。ディズニーのグッ

ズが一番人気でした。帰りはスタバに行き、初めて注文する子は「何

を注文したらいいの～」悩んでいました。最終的には全員がフラペ

チーノを買いました。飲みながら帰園しました。子どもたちにとっ

て思い出の１日となっていればいいなと思います♪（山本） 

 

松阪市にある大型児童館の「みえこどもの城」様からのご招待で、

あおぞらユニットとにじユニットがそれぞれ別日に行かせていた

だきました！工作体験やウォークラリー、体験型遊び、夏祭りを模

したクイズラリー、謎解き等、本当に様々な体験をさせてもらいま

した。スーパーボール、旗挙げ、間違い探し、ガラガラ抽選会等、

どれも子どもたちは楽しんでいました。一番子どもたちが集中して

ハマっていたのは工作体験で、キャンディー型のキーホルダーをみ

んなで作りました。それぞれにかなり時間をかけてビーズを選んで、

納得がいくまで何回もやり直しながら作成していました。後半では、

プラネタリウムにも入り、クレヨンしんちゃんのショートアニメを

みんなで観ました。宇宙の要素を取り入れた内容で、真剣に観てい

ました。♪今回ご招待をいただき、たくさんの体験をさせていただ

きました。（山本） 

 

夏休み期間中、子どもたちが中心となり夏野菜の種植えから収穫

までを行ないました！種植えの段階では、参加人数が小学生 2 人と

少ない人数からのスタートとなりましたが、徐々に参加する子ども

たちも増え、最終的には、多くの子どもたちが自主的に参加してく

れました。今年はピーマン、きゅうり、なすび、ミニトマト、ネギ

を収穫しました！子どもたちには職員と共に土入れから行い、苗の

ポット植え替え、水やりなどをしました。収穫した夏野菜は夕食等

のメニューの一部に使用しました！（なすび→味噌汁、ピーマン・

なすび→煮物、ミニトマト→七夕メニューで提供したそうめんの付

け合わせ、きゅうり→漬物・朝漬け、ネギ→汁物の一品に使用しま

した！！！）今回の夏野菜収穫では何かを育てることの大変さや収

穫出来た時の喜びなど多くのことを学ぶ良い機会に出来たのでは

ないかなと感じました！（西元） 

ユニット便り 
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たくさんの・ご寄附・ご寄贈ありがとうございました♪ 

※令和 7年 7月 1日～9月 30日 

順不同・敬称は省略させていただいております 

 

《個人》 

大藪泰昭 矢瀬光子 安川英代 松村つた子 ひろゆき 

松本厚子 真野洋樹 古川眞一 藤井綾香 山口明 匿名 

 

《団体》 

DMG森精機 株式会社 PLUS ONE  辰巳織布 堀井内科 

株式会社ファーストリテイリング サステナビリティ部 

福森工業 マルハン新名張店 ホットスタッフ伊賀 

ワカマツ 三十三銀行 おてらおやつクラブ キング観光 

チュチュアンナ ハートリボン協会 関東ラーメン  

 

 

 

 

 

 

 

☆ 里親支援センター「ほっこり」☆ 

令和 7 年 4 月より、里親なんでも相談所「ほっこり」は 

  里親支援センター「ほっこり」となり、里親リクルート 

  から自立支援に至るまで、さらに切れ目のないサポート 

  に努めていきます。どうぞよろしくお願いします！                   

来所・訪問・電話相談 

月～金 9：00～17：00 

電話：0595‐41‐1144 

e-mail：n.satooyahokkori@n-kosei.jp 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

暑い日や寒い日があり、服装に悩む日々ですが、気温の変化

で体調を崩さないよう、気を付けましょうね💦 

 私は最近ハムスターを飼い始めて、毎日癒されています(^^) 

あんなに小さい身体で一生懸命生きてると思うと、愛おしいで

す♡(別府)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

           

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〓名張養護学園の理念〓 

「すべての人を尊重し、 

児童の最善の利益を守り、 

より積極的に支える」 

〓基本目標〓 

子どもたちに夢を！歩む先に笑顔を！ 

～日々の温かみある支援が子ども達の 

生き生きとした生活となるように！～ 

 

学園に併設されている、 

地域の子ども・家庭のための相談窓口です！ 

児童家庭支援センター「あかり」 

【相談方法】 

＊電話   📞42-8331 

＊来所   9時～18時受付 

＊訪問   9時～18時受付 

＊メール  ホームページで受付 

 

子育てのこと、家庭のこと… 

一人で悩まないで 

一緒に考えていきませんか？ 

 


